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びつきの考慮、 62年の中印紛争の影響が大きかったと論じている(第 3節~第 4~í1)。
以上の各章における実証的な検討を通じて、著者が、主としてインド側の立場から主張している諸点は以
下の通りである。第一は、戦前と戦後を通じたネルーとチャンドラ・ボースとの相互の協調と対立の関係に、
アジア主義(アジア・アイデンティティ)をめぐる角逐が存在したこと、第二は、連合留の対日占領政策の
形成と展開においてインドはいわば患想・文化面で重要な役割を果たしたこと、それが日本の独立後のイン
ド・日本間の安定した関係構築という文脈からきわめて重要な機能を果たしたこと、第三は、戦後のネルー
の対日政策は、その戦前・戦中の「アジア主義的な要素を帯びた独自性をもつものであったが、 50年代の
冷戦の文脈のなかに沼収されていったこと、そして第四は、インドの「非同盟政策jの形成と変容を理解す
るための鍵は中国要因であり、ことに冷戦が顕著となる 50年年代後半から中国の動向が「非j司盟政策jを
左右し、ネルーの対日政策にも少なからぬ影響を与えたことである。
審査の結果の要旨
第二次大戦後の呂印関係に関する本格的な研究は内外ともに少ないが、とくにネルーの対日政策について、
その文化的、思想的基盤にまで及んで解明した研究は極めて皆無といえる。そうした中で、著者の研究は、(1)
ネルーの対日政策の基盤として戦前と戦後を通ずる「アジア主義jや「アジア・アイデンティティ jを見出
し、その変容とともに、「アジア主義jと対日政策をめぐるチャンドラ・ポースなどとの国内的葛藤を浮か
び上がらせ、とくに独立運動をめぐるガンデイーのとの立場をどのように評価するかが、重要な争点であっ
たとしている点、 (2)連合国による対日占領政策および極東国際軍事裁判におけるインドの独自の役割や、
パル判事のインドにおける位置づけが日印関係に微妙に反映したことを明らかにしている点、 (3)第二次大
戦前および戦時期の経験に基づくネルーの独自の対日政策や「非伺盟J政策が、中国の共産化など 1950年
代のアジアの冷戦構造の深化の中で変容を迫られ、それは目印関係の定着に微妙に作用したことを明らかに
している点、 (4)戦後インドの不安定な内政と対ソ志向が対日関係の消極性に作用していたこと、などを明
らかにしている。これらは、従来の日印関係研究には見られない新しい側面を含むものとして、高く評価す
ること治宝できる。
本論文は、日本語文献や資料の活用が十分ではない反面、インド公文書館などに所在するネル一関係記録、
ヒンドウー諾資料、インタビュー等によってインド側からネルーの対日政策とその基盤を深く論じており、
今後のネル一期の対日政策のみならず、インドの対外関係に関する研究に多くの示唆を与えるものといいう
ことができる。
よって、著者は博士(学術)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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なお、著者は博士課程入学以来、本論文に関連する学術論文 (1現代の日印関係と中国要因j英文、2010年)
を刊行しているほか、「中央アジアにおける地域主義J(英文、 2010年)など3件の学会発表を行ない、そ
れぞれ論文を提出している。
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